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産
業
的
流
通
に
於
げ
る
柚
営
業
貨
常
の
流
通
法
度

第
阿
十
一
巻

四

O 

第
三
披

産
業
的
流
通
に
於
げ
る
雌
営
業
貨
幣
の
流
通
速
度
(
下
)

-
叶叶.，

-'弘、
'J:T 

寅

四
、
我
圏
各
種
産
業
部
門
に
於
け
る
替
業
貨
幣
涜
遁
謹
度
の
推
測

)'1/ 

ヅ

7 

も

j~ii 
】日』

，，-::~) 

H日

企
業
が
八
位
融
機
構
よ
ち
費
全
の
融
通
rvh
受
け
川
何
十
日
日
荒
木
の
み

を
以
て
粧
特
す
可
き
場
合
に
は
、

此
の
企
業
は
、
資
金
を
最
も
多
額
に
必
要
と
す
る
時
黙
に
お
け
る
資
金
需
要
を

満
足
せ
し
む
る
に
足
る
だ
け
の
侍
業
貨
幣
を
保
有
し
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
、
我
園
の
各
種
産
業
部
門
に

就
い
て
金
融
的
影
響
よ
り
絶
隷
せ
ら
れ
た
る
揚
合
に
於
け
る
替
業
貨
幣
の
流
通
速
度
を
精
密
に
算
定
す
る
に
は
、

先
づ
各
種
産
業
部
門
に
於
け
る
資
金
需
要
の
最
大
限
度
を
求
め
て
各
種
産
業
部
門
が
保
有
す
可
き
管
業
貨
幣
の
額

を
知
り
、
然
る
後
此
れ
を
各
種
産
業
部
門
の
一
定
期
間
に
お
け
る
取
引
綿
額
と
比
較
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
乍

ら
右
の
如
き
意
味
に
於
け
る
精
密
な
る
流
通
速
度
を
算
定
す
る
事
は
、
資
料
の
聞
係
上
殆
ん
ど
不
可
能
に
し
て
、
本

稿
の
目
的
と
す
る
所
は
皐
に
共
の
推
測
手
段
を
求
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
私
は
、
大
阪
府
・
京
都
府
・
兵
庫
腕
・

奈
良
腕
・
和
歌
山
職
・
滋
賀
臓
・
掴
井
脇
・
石
川
牒
・
富
山
牒
・
香
川
騒
・
徳
島
腕
・
高
知
牒
の
二
十
一
市
に
於
け
る
曾
祉

企
業
中
、
製
造
工
業
に
属
す
る
十
三
の
企
業
群
と
物
品
販
責
業
に
属
す
る
八
つ
の
企
業
群
主
に
就
き
、
各
企
業
群
の

理

抱

一
事
業
年
度
聞
に
お
け
る
責
上
金
又
は
牧
入
金
の
綿
額
を
ば
、
超
過
所
得
算
出
の
基
礎
た
る
費
本
企
の
穂
額
を
以

長
生
省
官
私
議
身
婚
す
E

21) HoJtrop; a. n. O. S. 136. 
22) 事業年度が一ヶ年のものは十二ヶ月総計、事員長年度が六ヶ月のものは六ケ

月総計
23) 税法第6傑参照、事業年度一ヶ年の)ものは〈各月末資本金の十二ヶ月分加算J

-+-12、事業年度六ヶ月のものは(各月末資本金(7)六ヶ月分加算)ι12、蓋し
事業年度六ヶ月の企業は分子Tこる綿質上金額又は組J枇入金額が六ヶ月間の



て
除
し
た
の
で
あ
る
。

今
計
算
の
分
母
左
し
て
用
ひ
た
る
各
企
魚
群
の
融
資
本
金
額
に
就
い
て
遮
ぷ
る
に
、
此
慮
に
所
謂
資
本
金
は
各

企
業
の
掛
込
資
本
金
額
に
前
期
繰
越
利
盆
金
・
積
立
金
・
及
び
秘
密
積
立
金
等
の
穂
額
を
加
算
し
た
る
・
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
比
金
額
は
、
各
企
業
が
固
定
資
本
及
び
流
動
資
本
の
一
部
に
投
下
せ
る
金
額
に
相
営
の
準
備
令
一
額
を

加
へ
た
る
額
に
該
営
す
る
も
の
に
し
て
、
若
干
の
留
保
の
下
に
各
企
業
に
お
け
る
資
金
需
要
の
最
大
限
度
に
遅
き

も
の
と
見
得
る
で
あ
ら
う
。
唯
此
の
場
合
に
問
題
L
」
な
る
の
は
、

各
企
業
が
経
管
資
金
の
一
部
と
し
て
銀
行
共
の

他
の
ふ
市
融
機
関
よ
り
矩
期
の
艦
管
信
用
を
受
付
居
る
が
故
に
、
資
金
需
要
の
最
大
限
度
を
知
る
斜
め
に
は
ポ
の
資

本
金
額
に
虹
に
比
の
金
額
だ
け
佐
治
加
す
司
き
に
非
hv
や
と
考
へ
ら
ず
引
る
事
で
あ
る
。

喜E
し

v待
，企
業
~ ~~ 

製
品
叉

は
商
品
の
販
買
が
停
滞
し
て
資
金
の
回
牧
が
遅
れ
た
る
場
合
に
、
企
業
の
経
管
営
繕
績
す
可
き
資
金
の
一
時
的
不

足
を
補
は
ん
が
急
め
に
右
の
如
き
短
期
の
麓
替
信
用
を
利
用
す
る
も
の
に
し
て
、
而
も
斯
か
る
短
期
信
用
の
額
は

略
ミ
各
企
業
に
於
け
る
責
残
り
商
品
の
金
額
に
よ
り
て
知
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
計
算
に
用
ひ
た

る
資
本
金
額
に
は
、
前
越
の
如
〈
固
定
安
本
及
び
流
動
資
本
と
し
て
現
寅
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
金
額
以
上
に
相
営

の
準
備
金
を
含
め
る
・
も
の
で
あ
り
、
更
に
計
算
に
利
用
せ
し
資
料
中
に
は
右
の
貰
蔑
り
商
品
の
債
格
に
闘
す
る
数

字
を
棋
く
も
の
が
存
せ
し
矯
め
、
此
の
金
額
を
考
慮
に
入
れ
る
事
は
他
日
の
修
正
に
侯
っ
と
し
て
、
今
は
一
一
腰
組

資
本
金
額
の
み
を
採
る
事
と
し
た
。

次
に
許
算
の
分
子
'
と
し
て
採
用
せ
し
一
事
業
年
度
閉
塞
〈
ば
一
ヶ
年
}
の
締
責
上
金
額
又
は
組
牧
入
金
額
に
就
て

産
業
的
流
遁
に
於
げ
る
帥
営
業
貨
幣
の
消
遁
蓮
度

第
四
十
一
巻

第

f虞

四

総計にして事業年度ーヶ年の企業の iに常るが故である。
大阪視務監督局，曾祉業績調による
繰越依損金あればそれだげ差引かれ，3.

24) 
25) 



産
業
内
流
遁
に
於
げ
る
曲
官
業
貨
鮮
の
流
遁
山
速
度

第
四
十
一
巻

第

披

一
一
四

四

も
亦
若
干
の
説
明
を
必
要
と
す
る
。
却
ち
先
づ
、
本
来
な
ら
ば
企
業
の
管
業
貨
幣
に
よ
る
取
引
綿
額
は
企
業
の
支

抑
綿
額
に
よ
り
て
求
め
ら
る
可
き
で
あ
る
が
、
其
れ
に
も
拘
は
ら
や
滋
に
抽
脂
質
上
金
額
又
は
組
牧
入
令
顕
を
採
用

し
た
の
は
二
方
に
は
支
抑
聴
額
に
闘
す
る
資
料
の
得
ら
れ

F
る
事
に
も
よ
る
が
、
他
方
に
は
此
れ
が
矯
め
に
結
果

に
於
て
左
程
の
影
響
を
蒙
ら

Y
る
も
の
と
考
へ
ら
る
る
が
故
で
あ
る
。
又
此
慮
に
所
謂
企
業
の
勝
目
業
貨
幣
は
固
定

資
ホ
の
調
態
に
も
用
ひ
ら
ぷ
る
も
の
で
あ
り
、

聞
も
固
定
資
本
の
中
に
は
数
年
乃
主
十
数
年
の
長
期
に
一
旦
り
て
東

新
せ
ら
れ
る
も
の
も
存
す
る
が
故
に
、
若
し
精
密
な
る
計
算
を
な
す
可
き
な
ら
ば
、
単
位
期
聞
を
一
ヶ
年
の
如
き

短
期
間
に
局
限
す
る
事
は
素
よ
ち
不
壇
賞
で
も
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
一
般
に
、
同
定
資
本
の
流
動
資
本
に
封
す
る

割
合
の
大
な
る
企
業
群
又
は
更
新
期
間
の
長
き
固
定
資
本
を
使
用
す
る
企
業
群
は
、
然
ら
rc
る
企
業
群
に
於
げ
る

よ
り
も
、
固
定
資
本
の
夏
新
の
矯
め
に
常
に
多
額
の
管
業
貨
併
を
蓄
積
保
有
す
る
の
必
要
に
遁
ら
る
る
も
の
で
あ

h
、
更
に
企
業
の
固
定
資
本
が
其
の
流
動
資
本
に
劃
し
て
占
か
る
割
会
は
、
大
瞳
共
の
企
業
が
保
有
す
る
資
本
額

の
一
ヶ
年
貰
上
総
額
又
は
牧
入
金
総
額
に
艶
し
て
占
む
る
割
合
に
反
影
す
可
き
も
の
な
る
が
故
に
、
此
慮
で
は
皐

位
期
間
に
闘
す
る
右
の
考
慮
を
肯
て
加
へ
な
か
っ
に
の
で
あ
る
。
蓋
し
此
等
の
諸
考
慮
を
線
て
取
入
れ
て
精
密
な

る
流
通
速
度
を
算
定
す
る
事
は
、
資
料
の
閥
係
よ
り
不
可
能
に
し
て
叉
本
稿
の
企
圃
す
る
所
に
も
非

F
る
故
で
あ

る‘。
以
上
の
如

t
、
許
算
の
分
母
及
び
分
子
に
闘
し
て
は
若
干
の
考
慮
を
必
要
と
す
る
が
、
此
の
方
法
に
よ
り
で
も

街
、
金
融
的
流
通
よ
り
の
影
響
を
除
外
し
た
る
場
会
に
、
我
闘
の
各
種
産
業
部
門
中
如
何
な
る
産
業
部
門
に
於
て

KeisEer; Ullllauf"gesch引 ndigkeitder Bankde~JOsiteIJ ， a. a. 0 26) 



管
業
貨
幣
の
流
通
速
度
が
最
も
大
な
る
可
き
か
叉
如
何
な
る
産
業
部
門
に
於
て
止
の
流
通
速
度
が
最
も
小
な
る
可

き
か
が
よ
〈
知
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。

却
ち
先
づ
、

製
造
工
業
に
届
す
る
十
三
の
企
業
群

(
戦
緯
染
色
工
業
・
化
皐
肥
料

工
業
・
機
械
金
属
工
業
・
紙
工
業
・
皮
寧
工
業
・
鶏
謀
工
業
・
窯
灰
陶
器
工
業
・
製
粉
工
業
・
醸
造
業
・
飲
食
物
工
業
・
硝
子
工
業
・
製
材
木
工
業
・
維
工
業
)

に
就
て
計
算
の
結
果
を
示
せ
ば
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
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今
第
一
表
の
示
す
所
に
よ
れ
ば
、

製
造
工
業
に
属
す
る
諸
種
の
企
業
群
中
、

産
業
的
流
遁
に
於
げ
る
瞥
業
貨
幣
の
流
通
速
度

第
凶
十
一
品
種

第

2涜

一
一
五

四



産
業
的
抗
日
遮
に
於
げ
る
帥
営
業
貨
幣
の
流
温
法
度

第
四
十
一
巻

四
一
四

第
三
披

ー
ムノ、

又
は
総
肱
入
金
額
の
割
合
が
最
も
小
な
る
も
の
は
窯
灰
陶
器
工
業
に
し
て
、
之
れ
に
次
い
で
は
化
墜
肥
料
工
業
・
機

棋
金
属
工
業
・
紙
工
業
・
醸
造
業
等
が
奉
げ
ら
れ
る
。
従
っ
て
此
等
の
誇
企
業
群
は
、
金
融
機
構
よ
り
絶
繰
せ
ら
れ

た
る
場
合
に
他
の
諸
企
業
群
よ
り
も
相
劃
的
に
一
一
暦
多
額
の
替
業
貨
幣
を
保
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
だ
け
管
業
貨
幣
の
流
通
速
度
の
小
な
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
一
方
議
読
工
業
・
製
粉
工
業
・
製
材

木
工
業
及
び
飲
食
物
工
業
等
を
顧
み
る
に
、
此
等
の
諸
企
業
群
は
共
の
保
有
せ
る
融
資
本
金
額
じ
劃
し
て
梢
冷
多

額
の
綿
貰
上
金
額
又
は
総
牧
入
金
額
を
翠
げ
居
る
も
の
に
し
て
、
裁
か
る
訟
企
業
群
ド
於
討
石
管
業
貸
料
の
抗
議

速
度
は
前
記
の
諸
企
業
群
に
於
げ
る
よ
り
も
大
な
る
も
の
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。
斯
〈
て
、
等
し
〈
製
造
工
業
に

属
す
る
諸
企
業
群
に
於
て
も
、
金
融
的
流
通
よ
り
の
影
響
を
除
外
せ
る
場
A
口
に
保
有
す
べ
き
管
業
貨
幣
の
相
動
量

従
っ
て
其
の
流
通
速
度
は
、
各
企
業
群
の
異
る
に
従
っ
て
相
異
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
製
造
工
業
会
般
を
一
通
覧
す

る
な
ら
ば
、
大
瞳
に
於
て
各
企
業
群
は
多
額
の
管
業
貨
幣
を
保
有
す
可
〈
、
か
〉
る
諸
企
業
群
に
お
け
る
管
業
貨

幣
の
流
通
蓮
皮
は
小
な
る
も
の
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。

然
ら
ぱ
融
っ
て
物
品
販
買
業
に
属
す
る
諸
企
業
群
に
就
て
は
如
何
な
る
結
果
が
得
ら
れ
た
か
。
第
二
表
は
印
ち

八
種
の
企
業
群
(
食
料
品
・
家
具
調
皮
品
・
建
築
材
料
品
・
工
業
材
料
原
料
品
・
友
類
被
服
品
・
禁
日
開
・
日
用
品
・
其
他
)
に
闘
す
る
管
業
貨
幣
涜

通
速
度
の
推
測
資
料
で
あ
る
。

却
ち
先
づ
第
二
表
に
よ
り
て
物
品
販
責
業
に
属
す
る
諸
企
業
群
を
通
覧
す
る
に
、
何
れ
の
企
業
群
に
於
て
も
、

共
の
保
有
資
本
金
額
に
劃
し
て
占
h
u

る
締
買
上
金
額
又
は
締
牧
入
金
額
の
割
合
は
、
製
造
工
業
に
属
す
る
諾
企
業
ー
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産
業
的
流
遁
に
於
げ
る
管
業
貨
幣
の
流
遁
議
度

第

務

第
四
十
一
巻

i¥. 

四
一
六

占
む
る
線
寅
上
金
額
又
は
線
枚
入
金
舗
の
割
合
が
優
れ
て
大
で
あ
る
と
一
五
ム
事
貰
は
、
誠
に
興
味
深
き
も
の
と
言

は
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
を
以
て
、
金
融
的
流
通
よ
り
の
影
響
を
排
除
せ
る
場
合
に
、
我
岡
の
各
種
産
業
部
門
に
於
て
叫
営
業
貨
幣
の

流
通
速
度
が
如
何
に
異
れ
る
襲
化
を
示
す
可
き
か
の
凡
そ
の
標
準
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
耐
最
後
に
右
の
計

算
方
法
に
闘
し
て
二
コ
回
附
加
ヘ
叫
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
ポ
の
計
算
に
於
て
は
島

谷
企
業
ゆ
か
銀
行
共
他
の
金
融
機
閥
よ

り
受
く
る
短
期
の
経
替
信
用
を
未
解
決
の
問
題
と
し
て
一
一
際
保
留
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
此
の
黙
を
考

慮
に
入
れ
た
と
し
て
色
、
右
の
結
果
が
左
程
大
な
る
影
響
を
受
〈
る
も
の
に
非
ゴ
る
所
以
を
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。

己
に
前
述
の
如
く
、
各
種
の
企
業
が
銀
行
共
の
他
の
金
融
機
関
よ
り
受
〈
る
短
期
信
用
の
額
は
、
凡
そ
常
該
企
業

に
於
け
る
頁
残
り
商
品
の
債
格
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
の
で
め
る
。
故
に
各
種
の
企
業
群
に
就
い
て
、
共
の
保
有
に
か

か
る
期
末
現
在
商
品
の
債
格
を
糟
資
本
金
額
に
比
較
す
れ
ば
、
如
何
な
る
企
業
群
に
於
て
よ
り
多
〈
短
期
信
用
を

利
用
し
居
る
か
が
知
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
今
資
料
の
都
合
上
、
昭
和
五
年
十
一
月
よ
り
昭
和
六
年
十
月
迄
の
聞

に
事
業
年
度
を
終
り
た
る
諸
企
業
群
の
み
に
就
て
、
期
末
現
在
商
品
の
債
格
が
穂
資
本
金
額
に
劃
し
て
占
h
u
る
割

舎
を
求
h
u
れ
ぱ
即
ち
第
三
表
及
び
第
四
表
の
一
示
す
如
く
で
あ
る
。

第
三
表
は
製
造
工
業
に
属
す
る
諸
企
業
群
に
闘
し
、
又
第
四
表
は
物
品
販
頁
業
に
属
す
る
諾
企
業
群
に
闘
し
た

る
右
の
割
合
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
炉
、
今
雨
者
'MA}

通
覧
す
る
に
、
概
し
て
物
品
販
買
業
に
屈
す
る
諸
企
業
群
に

於
け
る
方
が
製
造
工
業
に
属
す
る
諸
企
業
群
に
於
げ
る
よ
り
も
、
よ
り
多
〈
の
短
期
信
用
を
利
用
し
居
る
事
が
知

大阪税務監督局;曾社業績Z師、昭和七年調27) 
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表ーぅ
。
然
し
乍
ら
、

ら
れ
る
。
故
に
若
し
此
の

黙
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら

ぱ
、
第
一
表
及
び
第
二
表

に
於
け
る
結
果
ぞ
幾
分
修

正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ

J

ら

り
に
過
ぎ
r
d

る
に
、
第
一
表
の
製
造
工
業
い
属
す
る
諾
企
業
に
於
け
る
線
資
本
金
額
と
組
買
上
金
額
又
は
線
枚
入

王
山
叫
目
d

〉
叫
J
L
L
干
h

、

4
客
J
u
t
-
iト

h

第
二
表
の
物
品
販
資
業
に
属
す
る
諸
企
業
に
於
げ
る
割
合
に
比
し
て
非
常
に
大
な
る
開
き
が

存
し
て
ゐ
る
。
故
に
偲
令
第
一
表
及
び
第
二
表
に
於
け
る
各
値
を
修
正
す
る
と
し
て
も
、
共
の
聞
き
を
幾
分
縮
か

る
に
過
ぎ
ま
る
も
の
に
し
て
大
勢
に
は
何
等
の
影
響
会
及
ぼ
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

五
、
結

言

以
上
私
は
、
先
づ
枇
舎
に
本
質
上
相
異
る
所
の
二
種
の
貨
幣
流
通
卸
ち
産
業
的
流
通
と
金
融
的
流
遁
と
が
存
す

る
旨
を
述
べ
、
次
で
管
莱
貨
帆
巾

ω
流
通
一
述
民
乞
決
定
す
可
き
話
要
素
を
論
争
る
に
際
し
て
、
金
融
的
流
通
と
彦
.
業

的
抗
・
池
之
を
蔵
然
匝
別
し
て
考
察
す
る
事

ω必
一
閉
ま
乞
説
き
、
最
後
に
金
融
間
流
通
よ
り
の
影
醤
を
排
除
せ
し
場
合

に
、
我
闘
の
各
種
産
業
部
門
に
於
け
る
傍
業
貨
幣
の
流
通
速
度
が
如
何
に
異
り
た
る
務
化
ぞ
示
す
可
き
か
を
研
究

産
業
的
流
通
に
於
げ
る
帥
営
業
貨
鮮
の
流
迅
速
度

第
四
十
一
巻

四
一
七

第

量主

九



産
業
的
流
遁
に
於
げ
昌
替
業
貨
餅
の
涜
遁
惑
度

第
凶
十
一
巻

四

i¥. 

第

量主

一
三

O

し
た
の
で
あ
る
。

抑
も
貨
幣
の
産
業
的
疏
通
と
金
融
的
流
通
と
は
、
貨
幣
流
通
の
形
式
に
於
て
も
貨
幣
の
生
産
経
掛
へ
の
闘
興
の

仕
方
に
於
て
も
全
然
相
異
4
0
も
の
で
あ
る
が
、
事
買
は
同
一
の
貨
幣
が
常
に
此
の
雨
つ
の
貨
幣
流
通
を
循
環
す
る

事
に
よ
っ
て
互
に
密
接
に
結
び
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
産
業
的
流
通
に
於
け
る
管
業
貨
幣
の
疏
遁

遮
度
も
、

現
寛
に
は
常
に
金
融
的
流
通
に
影
響
せ
ら
れ
居
る
が
故
に
、

一
方
に
は
現
寅
の
瞥
業
貨
幣
流
通
蓮
度
を

研
究
す
る
と
共
に
、
他
方
に
は
、
金
融
的
流
通
に
よ
り
て
影
響
せ
ら
れ
Y
る
産
業
的
流
噛
に
か
け
β

品
川
町
業
貨
幣
の

読
通
速
が
研
究
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蓋
し
新
〈
す
る
事
に
よ
り
て
、
金
融
機
構
の
産
業
に
及
ぽ
す
可
き
偉
大
な

る
影
響
が
充
分
に
認
め
得
ら
石
る
が
故
で
あ
る
。

故
に
私
は
、
金
融
的
流
通
を
全
然
切
離
せ
る
場
合
に
、
我
闘
の
各
種
産
業
部
門
に
於
け
る
管
業
貨
幣
の
流
通
速

度
が
如
何
に
異
れ
る
襲
化
を
一
不
す
可
き
か
を
推
測
せ
ん
が
矯
め
に
、
各
種
企
業
群
に
つ
い
て
、
融
資
本
金
額
に
艶

す
る
綿
責
上
金
額
又
は
線
牧
入
金
額
の
割
合
を
算
定
し
た
。
今
其
の
結
呆
を
要
約
す
れ
ば
、
金
融
的
流
通
よ
り
絶

緯
せ
る
場
合
に
は
、
各
種
産
業
部
門
中
に
て
消
費
に
近
き
段
階
の
企
業
に
お
け
る
程
替
業
貨
幣
の
疏
遁
速
度
が
大

な
る
可
〈
、
消
費
よ
り
遠
ぎ
か
れ
る
段
階
の
企
業
に
お
け
る
程
此
の
流
遁
速
度
は
小
と
な
る
の
で
あ
る
。

尚
今
後
の
機
舎
に
、
各
企
業
群
に
お
け
る
管
業
貨
幣
の
現
賃
の
保
有
量
き
へ
知
ら
れ
た
な
ら
ば
、
我
園
に
於
げ

る
管
業
貨
幣
の
現
買
の
流
通
速
度
が
各
種
産
業
に
就
て
知
り
得
ら
る
る
が
故
に
、
金
融
機
構
k
各
種
産
業
と
の
闘

係
が
明
確
に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
只
共
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
し
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。


